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研究要旨 

Tele-ICU（遠隔 ICU）は，システムが多数患者の中から治療介入が必要
な重症患者を選別するため，効果的な重症度評価アルゴリズムの採用が
診療の質に大きく影響する．本研究では）が必要であり，システマティ
ックレビュー・メタ解析により，過去の Tele-ICU 重症度評価アルゴリ
ズムに関する論文から，各アルゴリズムの特性を評価・集計する．これ
により，今後 Tele -ICU の診療の質が飛躍的に向上することが望まれる． 

研究目的  

一般の遠隔診療と異なり，Tele-I CU（遠隔 ICU）では，多数患者の中か
ら治療介入が必要な重症患者を自動的に選別するシステム（重症度評価
アルゴリズム）が必要である．本研究の目的は，これまでの Tele-ICU
に採用されたことのある既存の重症度評価アルゴリズムの特性・精度を
評価し，我々のシステムに採用すべき重症度評価アルゴリズムを確立す
ることである． 



 

研究方法 

一般の遠隔診療と異なり，Tele-ICU では，多数患者の中から治療介入
が必要な重症患者を自動的に選別するシステムが必要である．そして，
患者の重症度や重症化の的確な予測ツールによって，Tele-ICU を行う



集中治療医の適切な判断・支援を実現することが可能になる．本課題解
決のため，１）Tele-ICU における既存の重症度スコアリング調査・シ
ステマティックレビュー，２）詳細なテキスト解析による Tele-ICU に
採用すべき新たな重症度スコアリングの評価，の大きく 2 段階に分け，
重症度判定・重症化予測アルゴリズムの確立を行った． 

研究結果 

システマティックレビュー・メタ解析により，過去の Tele-ICU 重症度
評価アルゴリズムに関する論文を網羅的に検索した．その中から，本研
究目的に合致する論文を選別し，各アルゴリズムの特性を評価・集計を
実施した． 

医 学 文 献 検 索 エ ン ジ ン 3 種 類 （ Medline (Pub Me d) ， Cochran e 
central，医学中央雑誌）を用いて，上記目的に合致する文献を検索し
た．計 6,053 件の文献が検索され，重複文献を除外すると 5,440 件とな
った．この中から，論文タイトルをもとに一次スクリーニングを行い，
85 文献を抽出した．これらの 85 文献はすべて全文に目を通し，最終的
に 26 文献が本研究目的に合致すると判断した． 

この中から，診断精度に関する数値を抽出してメタ解析を行った．その
結果，サマリーROC 曲線（SROC 曲線）の曲線下面積（AUC）は比較的大
きく，診断精度（とくに特異度）が高いことが推察された．しかし，い
ずれのアルゴリズムも感度が十分ではないことが明らかになった． 

考察 

過去の文献検索の結果，Early War ning Score といったメジャーな重
症度評価アルゴリズムの他に，AMON  (A wearable m ultiparamet e r  
medical  monito r ing and  a le rt s ystem)，BioS ign Index などいく
つかの指標が採用されていることが分かった．しかし，現存するいずれ
の重症度評価アルゴリズムにおいても長所と短所があり，これら単独で
十分な精度を示すものは認められなかった．このため，今後は人工知
能・機械学習などを用いて，独自の重症度評価アルゴリズムを確立して
いく必要があると考えられた． 


